












































































































【抜粋】平成 31年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領（平成 31年 12月 14日付） 
７．中学校の英語のうち，「話すこと」に関する問題の実施にかかる特例的な措置 
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４時限目 ５時限目 ６時限目 










































公立 1,062,730人 1,028,203人 1,036,624人 
国立 6,468人 6,273人 6,322人 
私立 12,663人 6,030人 6,668人 











公立 1,002,814人 938,888人 943,028人 
国立 10,698人 9,894人 10,384人 
私立 79,068人 28,588人 29,652人 

































































































































語 句  説       明 





















































◆ 封筒の書き方を理解し，文字の大きさや配列などに注意して書くことに課題がある。〔 １四 〕


















































生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
977,270人 7.3問/10問 73.2％ 8.0問 2.4 ９問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）    学習指導要領の領域等の平均正答率 
 
 









話すこと・聞くこと  3 70.6 
書くこと  2 82.8 
読むこと  3 72.7 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項  2 68.2 
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度  3 76.8 
話す・聞く能力  3 70.6 
書く能力  2 82.8 
読む能力  3 72.7 
言語についての知識・理解・技能  2 68.2 
問題形式 
選択式  6 74.0 
短答式  1 57.4 












































































































































































































































































































































































































「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」













































































































１ 一 １ １と解答しているもの 19.0




































































































































































































































































２ 条件①，②，④を満たして解答しているもの 39.1 ○
（例）



























































































































































































































































































２ 一 １ １と解答しているもの 5.5
２ ２と解答しているもの 6.1
３ ３と解答しているもの 7.5





































































































































































































３ 一 １ １と解答しているもの 1.8
２ ２と解答しているもの 3.3



































































１ 条件①，②を満たして解答しているもの 18.3 ◎
































































































































４ １ １，３と解答しているもの 79.0 ◎
２ １または１と２，１と４，１と２と４と解答しているもの 9.3
３ ３または２と３，３と４，２と３と４と解答しているもの 5.7
99 上記以外の解答 4.7
０ 無解答 1.2
２．分析結果と課題
○ 解答類型２は，選択肢１を選ぶことはできているが，選択肢３を選ぶことができていな
いものである。このように解答した生徒は，語の一部を省いた表現の使用が可能であるのは，
伝えたいことと異なる意味で受け取られない状況のときであることが理解できていないもの
と考えられる。例えば，「インターネット」のことを伝えたいときに，「ネット」と表現す
ることで「網」など他の意味に受け取られる可能性がある状況では，語の一部を省かないで
表現する必要がある。
○ 解答類型３は，選択肢３を選ぶことはできているが，選択肢１を選ぶことができていな
いものである。このように解答した生徒は，語の一部を省いた表現の使用が可能であるのは，
取り上げている内容について言葉の使い手と受け手とが互いに分かっている場合であること
が理解できていないものと考えられる。例えば，「ネット」が「インターネット」を指して
いることを言葉の受け手が理解していないと考えられる場合は，「インターネット」と語の
一部を省かないで表現したり，「ネット」が何を表すのかについて説明を加えた上で用いた
りする必要がある。
○ 解答類型２，３，99の中で，選択肢２を選んだ生徒は，全体の9.3％である。このように
解答した生徒は，世代による言葉の違いについて理解できていないものと考えられる。
選択肢４を選んだ生徒は，全体の10.3％である。このように解答した生徒は，個人的なメ
モを取る場合やある特定の分野の人同士でやり取りする場合などに，語の一部を省くことが
一般的ではない表現であっても，語の一部を省いて表現することがあることなどについて理
解できていないものと考えられる。
○ 解答類型99の中で，「２と４」と解答した生徒は，全体の3.0％である。
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３．学習指導に当たって
具体的な場面や状況に基づいて考える語句の指導の工夫
語感を磨き，語彙を豊かにするためには，事象や行為などを表す多様な語句を，目的や場面
に応じて適切に使うことができるように指導することが大切である。
例えば，本調査問題の１～３で示したような実際の場面で，語の一部を省いた表現をはじめ
とする事象や行為などを表す多様な語句について，どのように用いるとよいのかを検討したり，
用いる際に必要な配慮がないかを考えたりするなどの学習活動が考えられる。その際，新聞記
事の中で，「ネット」ではなく「インターネット」と語の一部を省かないで表現しているのは，
言葉の使い手のどのような意図によるものなのかや，係活動等での話合いの場面で，「インター
ネット」のことを「ネット」と表現しているのは，どのような理由によるものなのかなど，具
体的な場面や状況に基づいて考えるように指導することが重要である。また，実際に話したり
書いたりする中で，言葉の受け手の状況を予測したり反応を確かめたりしながら，どのような
表現を用いると，自分の伝えたいことがより的確に伝わるのかを考えながら表現するように指
導することも重要である。その際，第２学年〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
(1)の「イ 言葉の特徴やきまりに関する事項」(ｱ)との関連を図り，話し言葉と書き言葉との
違いなどについて理解を深め，言葉の特徴やきまりに気付いて自らの言語生活を高めることが
できるように指導することも有効である。
指導に当たっては，平成26年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８三に係る授業
アイディア例「言葉を集め，言葉カレンダーを作ろう」，平成29年度全国学力・学習状況調査
【中学校】国語Ａ９五に係る授業アイディア例「自分が使ってみたい語句についてスピーチ
をする」，平成30年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８三に係る授業アイディア例
「自分だけの『語彙手帳』を基に，言葉を使いこなそう」も参考になる。
（参照）
「平成26年度【中学校】授業アイディア例」P.８
「平成29年度【中学校】授業アイディア例」P.４
「平成30年度【中学校】授業アイディア例」P.３～P.４
‐51‐

